


■   安全を確保するために

災害は、いきなり起きます。
その瞬間は、なんとか対応したとしても、駅に行ったら運休になっていて
帰宅をどうしたらいいのか、非常に困ったこともありました。

大事なことは、安全を確保することです。

平和な時にこそ
【どういう対処をするのか】準備をしておきたいと思います。

■   災害時における基本方針

大規模な火災や、水害、台風はもちろんのこと、突発的な地震や
臨時的な事案まで考えると、なにが起こるか特定できません。

大事なことは、なにが起きたとしても、あらかじめ準備をしておけば
迷いなく行動できるための基本方針をきめることです。

枝葉末節ではなく。
基本の方針です。

■   みんなの共通の認識

まずは、安全の確保が第一。
次に、日常の暮らしを守ることが大事です。
早期にわかっているのなら、出勤を抑制し、自宅待機することも
良い判断となります。

ガイドラインの目的





（２）対応の決定について

【全員がすべきこと】
計画運休等の可能性の情報収集

【連絡体制】

【連絡方法】
❑ショートメール
❑電子会議室 ※事務所全員用

【尾上から】
①尾上から、全員に向けてショートメールを出します。
②なので、もし自分が次の人に連絡が到着しなくても気にしないでOK！

【重要判断の場合】
尾上 で判断することとする。
尾上がいない場合には にて対応、決定すること。

尾上千晶








